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本
試
験
で
は
、
現
代
文
の
知
識
事
項
に
関
す
る
問
題
、
論
理
的
文
章
の
読
解
問
題
の
二
大
問
構
成

で
、
国
語
を
通
し
て
身
に
つ
け
る
基
礎
知
識
と
読
解
力
を
測
る
内
容
を
出
題
し
ま
す
。 

 

レ
ベ
ル
的
に
は
、
高
校
の
国
語
で
扱
う
「
基
礎
〜
標
準
レ
ベ
ル
」
で
、
〔
問
題
Ⅰ
〕
で
は
基
本
的

な
漢
字
・
語
句
の
知
識
を
幅
広
く
問
い
、
〔
問
題
Ⅱ
〕
で
は
論
理
的
文
章
の
内
容
や
論
の
展
開
・
要

旨
を
、
本
文
を
も
と
に
正
し
く
と
ら
え
ら
れ
る
か
を
問
い
ま
す
。 

  

出
題
構
成 

    

次
の
ペ
ー
ジ
以
降
は
、
実
際
の
問
題
例
の
一
部
で
す
。 

      
 

〔
問
題
Ⅱ
〕 

〔
問
題
Ⅰ
〕 

大
問 

【
現
代
文
】
文
章
の
読
解
問
題 

 

（
小
問
：
７
問
程
度
） 

【
現
代
文
】
知
識
事
項
に
関
す
る
問
題 

 

（
小
問
：
５
問
） 

出
題
内
容 

70
点 

30
点 

配
点 

３
０
０
０
～
３
５
０
０
字
程
度
の
文
章

（
論
理
的
文
章
）
を
も
と
に
し
た
出
題

を
通
し
て
、
本
文
中
の
表
現
の
意
味
内

容
や
本
文
全
体
の
趣
旨
を
読
み
取
る
力

を
測
り
ま
す
。 

漢
字
・
語
句
・
慣
用
表
現
・
故
事
成
語

な
ど
に
関
す
る
出
題
を
通
し
て
、
基
礎

知
識
の
定
着
度
を
測
り
ま
す
。 

出
題
意
図 



サンプル国語 

- 2 - 
 

例
文
中
の
語
句
に
つ
い
て
、
正
し
く
漢
字
に
直
し
た
も
の
を
選
べ
る
か
を
問
い
ま

す
。
普
段
か
ら
同
じ
読
み
方
を
す
る
漢
字
や
形
が
似
て
い
る
漢
字
に
気
を
つ
け
て
学

習
す
る
こ
と
、
ま
た
、
解
答
す
る
際
に
は
、
例
文
中
で
の
言
葉
の
使
わ
れ
方
や
選
択

肢
の
漢
字
が
表
す
意
味
も
手
が
か
り
に
す
る
こ
と
で
、
得
点
し
や
す
く
な
り
ま
す
。 

 

正
し
く
漢
字
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
か
を
問
い
ま
す
。
問
一
と
同
様
、
基
本
的
な
漢

字
学
習
を
積
み
重
ね
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

国
語
の
文
章
に
よ
く
出
て
く
る
語
句
に
つ
い
て
、
正
し
い
意
味
を
選
べ
る
か
を
問
い

ま
す
。
普
段
か
ら
意
味
が
わ
か
ら
な
い
言
葉
が
あ
れ
ば
確
認
す
る
よ
う
に
し
て
お
く

こ
と
で
、
得
点
し
や
す
く
な
り
ま
す
。 

 

〔
問
題
Ⅰ
〕 

次
の
問
一
～
問
五
に
答
え
よ
。 

 
問
一 
次
の
⑴
～
⑷
の
傍
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
に
当
て
は
ま
る
漢
字
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
①
～
④
の
中

か
ら
一
つ
ず
つ
選
ん
で
、
そ
の
記
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。
問
題
番
号
は 

１ 

～ 

４ 

。 

⑴ 

友
人
の
意
見
を
、
全
面
的
に
コ
ウ
テ
イ
す
る
。 

 

１ 
 

 
 

 

① 

行
程 

 

② 
公
定 

 

③ 

肯
定 

 

④ 

工
程 

  

 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

問
二 

次
の
⑴
～
⑶
の
傍
線
部
の
漢
字
の
読
み
方
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
①
～
④

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
ん
で
、
そ
の
記
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。
問
題
番
号
は 

５ 

～ 

 

７ 

。 

⑴ 

話
し
て
い
る
相
手
の
顔
を
凝
視
す
る
。 

 

５ 
 

 
 

 

① 

ぎ
し 

 

② 

ぎ
ょ
う
し 

 

③ 

こ
し 

 

④ 

ご
う
し 

  

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

問
三 

次
の
⑴
～
⑶
の
語
句
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
①
～
④
の
中
か

ら
一
つ
ず
つ
選
ん
で
、
そ
の
記
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。
問
題
番
号
は 

８ 

～ 

10 

。 

⑴ 

虚
構 

 

８ 
 

 
 

 

① 

事
実
で
は
な
い
こ
と
を
、
事
実
で
あ
る
か
の
よ
う
に
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
。 

 
 

 

② 

特
定
の
時
代
に
お
い
て
、
多
く
の
人
々
に
支
持
さ
れ
流
行
し
た
現
象
の
こ
と
。 

 
 

 

③ 

物
事
の
内
容
や
価
値
が
何
も
な
く
、
む
な
し
い
こ
と
。 

 
 

 

④ 

内
容
が
伴
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
外
見
ば
か
り
を
飾
る
こ
と
。 

  

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
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反
対
の
意
味
を
表
す
言
葉
と
、
似
た
意
味
を
持
つ
言
葉
に
つ
い
て
の
知
識
を
問
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
の
意
味
や
、
漢
字
の
意
味
も
意
識
し
な
が
ら
対
策
を
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。 

 

慣
用
表
現
や
故
事
成
語
に
つ
い
て
、
意
味
を
理
解
し
た
う
え
で
正
し
く
使
え
る
か
を

問
い
ま
す
。
普
段
の
学
習
で
は
、
言
葉
の
意
味
を
覚
え
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
言
葉

が
ど
の
よ
う
な
場
面
で
使
わ
れ
る
か
を
あ
わ
せ
て
確
認
し
て
お
く
こ
と
で
、
正
答
し

や
す
く
な
り
ま
す
。 

 

問
四 

次
の
⑴
・
⑵
に
つ
い
て
、
⑴
は
対
義
語
の
組
み
合
わ
せ
、
⑵
は
類
義
語
の
組
み
合
わ
せ

と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
①
～
④
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
ん
で
、
そ
の

記
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。
問
題
番
号
は 

11 

～ 

12 

。 

 
 

⑴ 
 

11 
 

① 

知
識 

―
 

認
識 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

② 

潜
在 

―
 

顕
在 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

③ 
専
念 

―
 

入
念 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

④ 

規
制 

―
 

統
制 

   

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

問
五 

次
の
⑴
～
⑶
の 

 
 

に
当
て
は
ま
る
慣
用
表
現
や
故
事
成
語
と
し
て
最
も
適
当
な
も

の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
①
～
④
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
ん
で
、
そ
の
記
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

問
題
番
号
は 

13 

～ 

15 

。 

 
 

⑴ 

彼
は
新
人
な
が
ら
も
練
習
試
合
で 

 
 

 
 

、
皆
が
認
め
る
チ
ー
ム
の
主
力
と
な
っ

た
。 

 

13 
 

 
 

 

① 

水
を
差
し 

 

② 

か
ぶ
と
を
脱
ぎ 

 

③ 

尻
馬
に
乗
り 

 

④ 
頭
角
を
現
し 
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３
０
０
０
～
３
５
０
０
字
程
度
の
文
章
｟
論
理
的
文
章
｠
が
入
り
ま
す
。 

｟
Ａ
４
判
で
３
ペ
ー
ジ
程
度
｠ 

文
脈
を
踏
ま
え
つ
つ
本
文
中
の
語
句
の
意
味
を
と
ら
え
ら
れ
る
か
を
問
い
ま
す
。
語

句
自
体
の
意
味
だ
け
で
な
く
、
本
文
中
の
文
脈
・
使
わ
れ
方
を
意
識
す
る
こ
と
で
、

正
答
し
や
す
く
な
り
ま
す
。 

本
文
中
の
空
欄
に
当
て
は
ま
る
語
句
を
把
握
で
き
る
か
を
問
い
ま
す
。
空
欄
前
後
の

内
容
的
な
つ
な
が
り
・
関
係
を
意
識
す
る
こ
と
で
、
正
答
し
や
す
く
な
り
ま
す
。 

〔
問
題
Ⅱ
〕 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。 

     

問
一 

二
重
傍
線
部
Ａ
「
匿
名
性
」・
Ｂ
「
プ
ロ
セ
ス
」
の
文
脈
上
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も

の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
①
～
④
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
ん
で
、
そ
の
記
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。
問

題
番
号
は
Ａ
が 

16 

・
Ｂ
が 
17 

。 

Ａ 

匿
名
性 

 
 

 

① 

生
身
の
自
分
自
身
が
特
定
さ
れ
な
い
状
態
で
あ
る
こ
と
。 

 
 

 

② 

個
人
的
な
意
見
や
感
想
が
伝
わ
ら
な
い
状
態
で
あ
る
こ
と
。 

 
 

 

③ 

相
手
と
の
違
い
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
状
態
で
あ
る
こ
と
。 

 
 

 

④ 

重
要
な
情
報
が
一
般
に
は
知
ら
さ
れ
な
い
状
態
で
あ
る
こ
と
。 

Ｂ 

プ
ロ
セ
ス 

 
 

 

① 

相
手
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
た
め
の
工
程
や
手
順
。 

 
 

 

② 

特
定
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
計
画
。 

 
 

 

③ 

伝
え
る
べ
き
情
報
を
決
め
る
た
め
の
検
討
過
程
。 

 
 

 

④ 

意
思
疎
通
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
き
っ
か
け
。 

   

問
二 

空
欄 

ア 

・ 

イ 

に
当
て
は
ま
る
語
句
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑥

の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
ん
で
、
そ
の
記
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。
問
題
番
号
は
、
ア
が 

 

18 

・
イ
が 

19 

。 

 
 

 

① 

し
か
し 
 

 

② 

そ
こ
で 

 
 

③ 

つ
ま
り 

 
 

 

④ 

と
こ
ろ
で 

 

⑤ 

た
と
え
ば 

 

⑥ 

も
ち
ろ
ん 

  

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
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本
文
中
の
表
現
に
つ
い
て
、
意
味
内
容
や
、
そ
の
よ
う
に
表
現
す
る
理
由
を
把
握
で

き
る
か
を
問
い
ま
す
。
演
習
問
題
を
通
し
て
、
傍
線
部
の
前
後
を
中
心
に
確
認
し
な

が
ら
意
味
内
容
や
理
由
を
と
ら
え
る
練
習
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

本
文
全
体
を
通
し
て
、
筆
者
の
主
張
や
論
の
展
開
を
把
握
で
き
る
か
を
問
い
ま
す
。

〝
何
に
つ
い
て
〟
〝
筆
者
は
ど
ん
な
こ
と
を
言
お
う
と
し
て
い
る
の
か
〟
を
常
に

意
識
し
な
が
ら
文
章
を
読
む
練
習
を
重
ね
る
こ
と
で
、
正
答
し
や
す
く
な
り
ま
す
。 

問
五 

傍
線
部
２
「
情
報
伝
達
の
限
界
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、

次
の
①
～
④
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
記
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。
問
題
番
号
は 

22 

。 

 
 

 

① 
通
信
速
度
の
制
約
に
よ
り
、
デ
ー
タ
の
送
受
信
に
時
間
差
が
発
生
し
て
い
る
状
態
。 

 
 

 

② 

言
語
以
外
の
情
報
が
な
い
た
め
、
伝
え
る
情
報
の
質
や
量
が
制
限
さ
れ
て
い
る
状
態
。 

 
 

 

③ 

相
手
の
感
情
を
読
み
取
る
必
要
が
な
く
な
り
、
事
務
的
な
処
理
に
終
始
す
る
状
態
。 

 
 

 

④ 

通
常
の
携
帯
デ
バ
イ
ス
で
は
、
相
手
の
こ
と
が
実
際
よ
り
も
小
さ
く
表
示
さ
れ
る
状
態
。 

 

問
六 

傍
線
部
３
「
強
制
力
が
生
ま
れ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
あ
る
が
、
な
ぜ
筆
者
は
そ
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
～
④
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
記

号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。
問
題
番
号
は 

23 
。 

 
 

 

① 

対
面
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
他
者
へ
の
共
感
が
自
然
と
引
き
出
さ
れ
る
か
ら
。 

 
 

 

② 

直
接
向
き
合
う
と
、
相
手
の
意
見
を
否
定
す
る
こ
と
が
心
理
的
に
難
し
く
な
る
か
ら
。 

 
 

 

③ 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
続
け
る
に
は
、
相
手
に
同
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
。 

 
 

 

④ 

対
面
形
式
で
は
、
厳
格
に
定
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
に
従
う
必
要
が
あ
る
か
ら
。 

   

問
七 

こ
の
文
章
に
つ
い
て
、
筆
者
の
主
張
に
合
致
す
る
も
の
は
ど
れ
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、

次
の
①
～
④
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
記
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。
問
題
番
号
は 
24 
。 

 
 

 

① 

デ
ジ
タ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
誤
解
を
生
む
リ
ス
ク
が
高
い
た
め
、
今
後
は
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
の
利
用
は
や
め
て
、
対
面
で
の
会
話
に
回
帰
す
べ
き
で
あ
る
。 

 
 

 

② 

効
率
が
求
め
ら
れ
る
現
代
社
会
で
は
、
対
面
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
心
理
的
コ
ス
ト

が
高
す
ぎ
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
へ
の
移
行
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。 

 
 

 

③ 

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
利
便
性
は
認
め
る
が
、
人
間
本
来
の
身
体
性
を
取
り
戻
す
た
め
に
、

重
要
な
場
面
で
は
対
面
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
選
択
す
べ
き
で
あ
る
。 

 
 

 

④ 

対
面
と
デ
ジ
タ
ル
の
ど
ち
ら
が
優
れ
て
い
る
か
を
議
論
す
る
の
で
は
な
く
、
目
的
や
相

手
と
の
関
係
性
に
応
じ
て
機
械
的
に
使
い
分
け
る
技
術
を
磨
く
べ
き
で
あ
る
。 

  


